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四，おわりに
　今回は，最新のアンケートから学生達の音楽経験の状況を分析し，普段ピ
アノの授業で学生達の学習状態を観察してきた経験により，学生達が最もま
ちがい易い「運指について」考察した。専門分野の中でも多くの人達がこの
問題で悩み，多くの人がこの課題について論じており，専門の書物も多い。
その一部を紹介すると，北海道教育大教授の横谷瑛司氏は「運指法の哲学」
で指使いを次のようにまとめている。（注1）
　イ．指使いの決定は自立的でなければならない。
　ロ．良い指使いとは音楽表現の目的に適合したものでなければならない。
　ハ．指使いは一義的なものではないが，選択の基礎となるべき一定の原理
　　が認められる。
　二．指使いは画一的ではなく，楽譜上の指使いはしばしば表面的で最良と
　　　はいえない。作曲者の指示によるものでも示唆以上のものではない。
　ホ．指使いの良否は個人差も考慮に入れなければならない。
又，ピアニストの山崎孝氏はその「運指についての多角的考察」の最後にこ
のようにまとめている。（注2）
　「指使い」というものは新しい曲に接した時点で熟考されねばならない。
　何故ならば白紙に墨で書いていくように，一度決めた指使いを後で変える
　のは難しい。だからこそ，初期教育における，指使いの訓練は大切である。
　すなわち，基本の指使いを徹底に習得してこそ，コルトーやレヴィの両極
　の存在が有効なものとなる。
以上のごとく運指については，基本となる運指は初期において充分に訓練し，
その運指が新しい曲において音楽的表現にかなったものであり生かされるも
のであって，充分に熟考し決定されるものである。このように指使いは音楽
の専門家を志す者でなくとも，幼児教育科の学生であっても，研究しやらな
くてはならない一つの要素であり，ピアノを弾く者の宿命である。よっで今
後の学生ゐ学習に期待する者である。
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